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2023 年度から団体登録にあたり各チームに、日本陸連審判員有資格者２名以上が所属するこ

とを登録条件としてきました。とりわけ、新設クラブチームには大きな課題であったと思いま

す。円滑な大会運営と発育発達に応じた適切な陸上競技の指導を実践するためにも必要不可欠

なことであり、本年度は、その課題整備の最終年度になります。皆様のご理解のもと、日本陸連

審判員有資格者、公認コーチ有資格者（スタートコーチを含む）は増員傾向が見られました。ご

協力に感謝するとともに、上級審判員、上級公認コーチの資格取得に引き続きご協力をお願い

します。2026 年度は、新たに審判員資格を取得された方々も競技会の運営に参加していただき

ます。岐阜陸上競技界発展のためにご協力をいただきますようお願いいたします。 

＜参考＞日本陸連 

日本陸連は「小学生・中学生が登録する一般団体(学校を除く)で 1 名以上のコーチ資格及び

審判資格の保有者を義務化する」としています。完全施行は以下の通りです。 

方針１ コーチ資格に関しては、2027 年度から完全施行 

方針２ 審判資格の条件に関しては、2026 年度から施行としています。 

 

団体登録について 
 

団体登録は 5 名以上の会員をもってすることができる。 

昨年度から団体登録については以下の条件を満たすこととする。 

但し、猶予期間を 2026 年までとする。 

１ チーム内に岐阜陸上競技協会登録会員が 4 名以上所属すること。 

  ※１ 競技会の審判員確保 

  ※２ 必要人数については 2026 年を目安に取得すること。 

  ※３ 審判資格保有者 2 名が所属すこと。 

  ※４ 2026 年までは、少なくとも 1 名以上所属または所属する見込みがあること。 

２ 公認コーチ資格（公益財団法人日本スポーツ協会・公益財団法人日本陸上競技連盟） 

「☆JAAF 公認コーチ ☆JAAF 公認ジュニアコーチ ☆JAAF 公認スタートコーチ」 

のいずれかを有する指導者が 2 名以上所属すること。 

※１ 必要人数については 2026 年を目安に取得すること。 

３ (一財)岐阜陸上競技協会からの大会開催協力だけではなく、地域社会の構成員として地域

に貢献する活動などにも積極的に取り組む活動をすること。 

４ 大会参加を含む活動においては安全と健康を第一とし、練習・大会参加など活動全てを

対象とした傷害保険には必ず加入をすること。 

５ 以下の事象が発生した場合は大会参加を認めない、登録を解消する場合がある。 

ア）チーム及び団体間において選手の所属や競技会へのエントリーなど大会規約に反す

る行為 

イ）選手、指導者、チーム関係者間でスポーツマンとして社会的規範に反する行為（ドー

ピング、ハラスメント） 

ウ）公共の衛生活動などをはじめとする健康安全に関する行政指導などに反する集団的

行動 


